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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業面を照明するタスク用照明器具による照明方法であって、
　前記タスク用照明器具が照明をする時間帯は、少なくとも第１の作業時間帯と第２の作
業時間帯とに分けられ、
　前記タスク用照明器具は、前記第１の作業時間帯では、作業をする人の顔面に直射光を
照射し、その直射光は、顔面鉛直面の単位面積当たり、メラトニンの分泌を抑制する該直
射光の放射束が７００Ｗ以上とされ、
　前記第２の作業時間帯では、顔面に直射光を照射せず、作業面に照射する照明光は、色
温度が５０００Ｋ以下とされることを特徴とするタスク用照明器具による照明方法。
【請求項２】
　前記タスク用照明器具は、顔面に直射光を照射する発光部を備え、
　前記発光部は、平均輝度が２００００ｃｄ／ｍ２以下とされることを特徴とする請求項
１に記載のタスク用照明器具による照明方法。
【請求項３】
　作業面を照明するタスク用照明器具であって、
　前記タスク用照明器具は、作業をする人の顔面に直射光を照射する顔面向け発光部と、
作業面に照明光を照射する作業面向け発光部と、を備え、
　前記直射光は、顔面鉛直面の単位面積当たり、メラトニンの分泌を抑制する該直射光の
放射束が７００Ｗ以上とされ、
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　前記照明光は、色温度が５０００Ｋ以下とされることを特徴とするタスク用照明器具。
【請求項４】
　前記顔面向け発光部は、特定の波長域の光を透過させるフィルタを備え、該フィルタを
介して顔面に直射光を照射することを特徴とする請求項３に記載のタスク用照明器具。
【請求項５】
　前記顔面向け発光部及び前記作業面向け発光部は、一体の発光部であって、
　前記発光部は、作業面に対する位置を変化させることによって、顔面に対する直射光の
照射の有無を切り替えることを特徴とする請求項３に記載のタスク用照明器具。
【請求項６】
　複数の前記タスク用照明器具が同一系統のダクトから給電されることを特徴とする請求
項３に記載のタスク用照明器具。
【請求項７】
　照明光の平均演色評価指数が８０以上とされることを特徴とする請求項３に記載のタス
ク用照明器具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タスク用照明器具によるサーカディアンリズムを整えるための照明方法及び
それに用いられるタスク用照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、約２４時間周期の生体リズムであるサーカディアンリズムを整えるために、
日中、特に午前中に顔面に高照度の光を浴び、夕刻から夜間にかけて、特に遅い時間帯に
なるにつれ、できるだけ顔面に光を浴びないようにすることが人にとって重要であるとさ
れている。
【０００３】
　夜間に分泌され、サーカディアンリズムに関連すると考えられているホルモン、メラト
ニンは、光を浴びることでその分泌が抑制されることが従前から知られていたが、非特許
文献１によれば、その作用に波長特性があり、波長の短い光でメラトニンの分泌がより抑
制されると報告されている。一般に光は、相関色温度が高い程、短波長成分を多く含むの
で、夜間には、目に入射する光をできるだけ低い色温度の光にすることによって、メラト
ニン分泌の抑制が防止され、サーカディアンリズムの乱れが防がれる。逆に、日中に短波
長の光を目に浴びることは、よりサーカディアンリズムを整える作用があることがわかっ
てきている。従って、日中はできるだけ高い色温度の光をできるだけ高照度で目に浴びる
ようにし、夜間はできるだけ目に光を浴びないように、もし浴びるとしても、できるだけ
低い色温度の光をできるだけ低照度で浴びるようにすることが望ましい。
【０００４】
　サーカディアンリズムを考慮した照明装置として、照明器具を室内の高所と低所に設置
し、高所に設置した照明器具を高色温度で点灯し、低所に設置した照明器具を低色温度で
点灯する制御をする室内照明装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　しかしながら、上述した室内照明装置においては、夜間のできるだけ光を浴びたくない
時間帯において、低所すなわち顔面に近い位置の照明器具が点灯するため、目が必要以上
に光を浴び、サーカディアンリズムが乱れる。また、日中に点灯する高色温度の照明器具
が高所に設置されており、顔面からの距離が遠いために光のロスが大きく、省エネルギー
でない。また、高所と低所の２箇所に設置した照明器具を制御する必要があり、高コスト
である。
【０００６】
　一方、室内空間全体を均一照度で照明する全般照明と異なり、空間全体を照明するアン
ビエント照明と、机上面等の作業面を照明するタスク照明とに分けたタスクアンドアンビ
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エント照明が知られている。例えば、図２３に示されるように、アンビエント照明のため
のアンビエント用照明器具１０２が天井１０１に配設され、タスク照明のためのタスク用
照明器具１０３が机上に立設される。タスクアンドアンビエント照明は、アンビエント照
明の照度を抑え、タスク照明で視作業に必要な照度を作業面に確保することにより、省エ
ネルギーを図っている。
【０００７】
　上述したタスクアンドアンビエント照明は、全体として省エネルギーに寄与するが、空
間全体の照度を低下して作業面に光を集中するため、日中において顔面への光が不足する
傾向があり、サーカディアンリズムを乱す虞がある。一方、夕刻と夜間において、作業面
からの反射光により顔面へ不要な量の光が供給され、サーカディアンリズムが乱れる虞が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０００－２６０５８０号公報
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】G. C. Brainer著「Action Spectrum for Melatonin Regulation in Hum
ans: Evidence for a Novel Circadian Photoreceptor」The Journal of Neuroscience、
２００１年８月１５日、２１（１６）、ｐｐ６４０５－６４１２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記問題を解決するものであり、タスクアンドアンビエント照明に用いられ
るタスク用照明器具において、省エネルギーとサーカディアンリズムの調整を両立させる
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、作業面を照明するタスク用照明器具によ
る照明方法であって、前記タスク用照明器具が照明をする時間帯は、少なくとも第１の作
業時間帯と第２の作業時間帯とに分けられ、前記タスク用照明器具は、前記第１の作業時
間帯では、作業をする人の顔面に直射光を照射し、その直射光は、顔面鉛直面の単位面積
当たり、メラトニンの分泌を抑制する該直射光の放射束が７００Ｗ以上とされ、前記第２
の作業時間帯では、顔面に直射光を照射せず、作業面に照射する照明光は、色温度が５０
００Ｋ以下とされるものである。
【００１２】
　ここで、前記第１の作業時間帯は、例えば、日中の時間帯であり、前記第２の作業時間
帯は、例えば、夕刻から夜間にかけての時間帯である。
【００１３】
　請求項２の発明は、請求項１に記載のタスク用照明器具による照明方法において、前記
タスク用照明器具は、顔面に直射光を照射する発光部を備え、前記発光部は、平均輝度が
２００００ｃｄ／ｍ２以下とされるものである。
【００１４】
　請求項３の発明は、作業面を照明するタスク用照明器具であって、前記タスク用照明器
具は、作業をする人の顔面に直射光を照射する顔面向け発光部と、作業面に照明光を照射
する作業面向け発光部と、を備え、前記直射光は、顔面鉛直面の単位面積当たり、メラト
ニンの分泌を抑制する該直射光の放射束が７００Ｗ以上とされ、前記照明光は、色温度が
５０００Ｋ以下とされるものである。
【００１５】
　請求項４の発明は、請求項３に記載のタスク用照明器具において、前記顔面向け発光部
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は、特定の波長域の光を透過させるフィルタを備え、該フィルタを介して顔面に直射光を
照射するものである。
【００１６】
　請求項５の発明は、請求項３に記載のタスク用照明器具において、前記顔面向け発光部
及び前記作業面向け発光部は、一体の発光部であって、前記発光部は、作業面に対する位
置を変化させることによって、顔面に対する直射光の照射の有無を切り替えるものである
。
【００１７】
　請求項６の発明は、請求項３に記載のタスク用照明器具において、複数の前記タスク用
照明器具が同一系統のダクトから給電されるものである。
【００１８】
　請求項７の発明は、請求項３に記載のタスク用照明器具において、照明光の平均演色評
価指数（Ｒａ）が８０以上とされるものである。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１の発明によれば、タスク用照明器具によって省エネルギーのタスクアンドアン
ビエント照明を行い、タスク用照明器具が照射する光の照射を時間帯に応じて変えること
によって、第１の作業時間帯ではサーカディアンリズムの調整効果を得て、第２の作業時
間帯ではサーカディアンリズムへの影響を小さくするので、省エネルギーとサーカディア
ンリズムの調整を両立させることができる。
【００２０】
　請求項２の発明によれば、直射光によるグレアを抑制することができる。
【００２１】
　請求項３の発明によれば、請求項１の発明と同じ効果を得ることができる。
【００２２】
　請求項４の発明によれば、可視光の波長域のうち、比較的短い波長域の透過率が高く、
長い波長域の透過率が低いフィルタを選択することによって、短波長の直射光でサーカデ
ィアンリズム調整効果を維持すると共に、短波長以外の直射光をカットして平均輝度を下
げ、グレアを抑制することができる。
【００２３】
　請求項５の発明によれば、顔面に対する直射光の照射と作業面に対する照明光の照射を
一体の発光部で兼用するので、器具構成が簡易化される。
【００２４】
　請求項６の発明によれば、複数のタスク用照明器具を一括して点灯、消灯等することが
できる。
【００２５】
　請求項７の発明によれば、作業面の視認性を維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る照明方法に用いられるタスク用照明器具の側面図
。
【図２】アクションスペクトルを示す図。
【図３】メラトニン作用放射束、作業面色温度及び発光面輝度による、生体リズム調整効
果、生体リズムへの影響及びグレア感を評価した実験結果を示す表。
【図４】第１の実施形態の変形例に係るタスク用照明器具における発光部の断面図。
【図５】第１の実施形態の別の変形例に係るタスク用照明器具における発光部の断面図。
【図６】同器具におけるフィルタの分光透過率を示す図。
【図７】本発明の第２の実施形態に係るタスク用照明器具のブロック構成図。
【図８】同照明器具の斜視図。
【図９】同照明器具の側面図。
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【図１０】同照明器具における光源の色温度を変更する例を説明する斜視図。
【図１１】同照明器具における光源の色温度の変更する例を説明する側面図。
【図１２】同照明器具における光源の色温度を変更する別の例を説明する斜視図。
【図１３】同照明器具における光源の色温度を変更するさらに別の例を説明する斜視図。
【図１４】同光源の拡大図。
【図１５】第２の実施形態の変形例に係るタスク用照明器具の側面図。
【図１６】第２の実施形態の別の変形例に係るタスク用照明器具の側面図。
【図１７】本発明の第３の実施形態に係るタスク用照明器具の正面図。
【図１８】同照明器具の側面図。
【図１９】（ａ）は同照明器具におけるダクトの平面図、（ｂ）は同照明器具における光
源モジュールの平面図、（ｃ）は同照明器具における人センサモジュールの平面図、（ｄ
）は同照明器具における明るさセンサモジュールの平面図。
【図２０】第３の実施形態の変形例に係るタスク用照明器具の正面図。
【図２１】同照明器具の側面図。
【図２２】同照明器具における第１の照明ダクトの斜視図。
【図２３】従来のタスクアンドアンビエント照明の外観図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
（第１の実施形態）
　本発明の第１の実施形態に係るタスク用照明器具（以下、照明器具という）による照明
方法を図１乃至図６を参照して説明する。図１に示されるように、照明器具１は、作業面
２の近傍に立設された支持部３に取り付けられ、作業面２を照明する。照明器具１による
照明時間帯は、少なくとも第１の作業時間帯と第２の作業時間帯とに分けられている。第
１の作業時間帯は、日中、特に午前中の時間帯であり、第２の作業時間帯は、夕刻から夜
間にかけての時間帯である。
【００２８】
　照明器具１は、作業をする人すなわち使用者４の顔面に直射光５１Ｌを照射する顔面向
け発光部５１と、作業面２に照明光５２Ｌを照射する作業面向け発光部５２とを備える。
顔面向け発光部５１と作業面向け発光部５２とは、一体であっても、別体として構成して
もよい（総称して発光部５という）。発光部５は、蛍光灯又はＬＥＤ等の光源を有する。
なお、５１Ｌと５２Ｌの閉曲線は、それぞれ、顔面向け発光部５１と作業面向け発光部５
２の配光曲線を示す。
【００２９】
　照明器具１は、第１の作業時間帯、例えば日中では、使用者４の顔面に直射光を照射す
る。その直射光は、顔面鉛直面の単位面積当たりのメラトニンの分泌を抑制する放射束（
以下、メラトニン作用放射束）が７００Ｗ（ワット：以下、単位表記は省略）以上とされ
る。第２の作業時間帯、例えば夕刻～夜間では、顔面への直射光は、消灯又は減光される
。特に夜間は、顔面への直射光が消灯されることが望ましい。第２の作業時間帯における
作業面２に照射する照明光は、相関色温度が５０００Ｋ以下とされ、照明光の作業面から
の反射光が目に反射することもあり得るため、３０００Ｋ以下が望ましい。
【００３０】
　メラトニン作用放射束Ｍは、光束をΦ、相対メラトニン作用係数をｍとすると、下記の
数式１により求められる。
【００３１】
【数１】

【００３２】
　この相対メラトニン作用係数ｍは、ｋ１、ｋ２を定数、λを波長、Ｂ（λ）をアクショ
ンスペクトル、Ｖ（λ）を標準視感効率、Ｓ（λ）を照明器具１からの分光放射束、Ｓｗ

ｈｉｔｅ（λ）を蛍光灯等の任意の一般的な白色光源の分光放射束とすると、下記の数式
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２により求められる。
【００３３】
【数２】

【００３４】
　図２に示されるように、メラトニン抑制に関するアクションスペクトルＢ（λ）は、４
００ｎｍ乃至６００ｎｍの波長域において、波長λに対して上に凸の曲線となり、波長λ
が４６４ｎｍにピークを有する（非特許文献１参照）。この曲線は、実験結果を４次関数
で近似したものであり、決定係数Ｒ２すなわち相関係数Ｒの自乗が０．９１である。
【００３５】
　顔面に直射光を照射する顔面向け発光部５１は、その平均輝度が２００００ｃｄ／ｍ２

以下とされ、１００００ｃｄ／ｍ２以下が望ましく、５０００ｃｄ／ｍ２以下がさらに望
ましい。
【００３６】
　図３は、上記照明器具１による実験結果を示す。ここに、メラトニン作用放射束、作業
面色温度及び発光面輝度に対する、日中の生体リズム（サーカディアンリズム）調整効果
、夜間の生体リズムへの影響及び被験者グレア感を示す。被験者の顔面に対する直射光の
メラトニン作用放射束は、４００から９００まで１００刻みに変化させ、作業面に対する
照明光の色温度は、３０００Ｋから７０００Ｋまで１０００Ｋ刻みに変化させ、発光部の
発光面輝度は、照明光の色温度に応じて変化させた。
【００３７】
　日中の生体リズム調整効果は、「効果大」（◎）、「効果中程度」（○）、「効果小」
（△）、「効果なし」（×）の４段階で評価した。実験結果によれば、メラトニン作用放
射束が７００と８００のときに評価が「効果中程度」（○）となり、メラトニン作用放射
束が９００のときに評価が「効果大」（◎）となった。すなわち、メラトニン作用放射束
を７００以上にすれは、日中の生体リズム調整効果が得られる。
【００３８】
　夜間の生体リズムへの影響は、「影響なし」（◎）、「影響小」（○）、「影響中程度
」（△）、「影響大」（×）の４段階で評価した。実験結果によれば、作業面色温度が５
０００Ｋと４０００Ｋのときに評価が「影響小」（○）となり、作業面色温度が３０００
Ｋのときに評価が「影響なし」（◎）となった。すなわち、作業面色温度を５０００Ｋ以
下にすれば、夜間の生体リズムへの影響が小さい。
【００３９】
　被験者のグレア感は、「グレア感なし」（○）、「グレア感中程度」（△）、「グレア
感大」（×）の３段階で評価した。実験結果によれば、発光面輝度が１８０００ｃｄ／ｍ
２と２００００ｃｄ／ｍ２のときに評価が「グレア感なし」（○）となった。すなわち、
発光面輝度を２００００ｃｄ／ｍ２以下にすれば、照明器具によるグレアが抑制される。
【００４０】
　上述したように、照明器具１によって省エネルギーのタスクアンドアンビエント照明を
行い、照明器具１が照射する光の照射を時間帯に応じて変えることによって、第１の作業
時間帯ではサーカディアンリズムの調整効果を得て、第２の作業時間帯ではサーカディア
ンリズムへの影響を小さくするので、省エネルギーとサーカディアンリズムの調整を両立
させることができる。また、作業をする人の顔面に直射光を照射する発光部の平均輝度を
所定値（２００００ｃｄ／ｍ２）以下にするので、直射光によるグレアを抑制することが
できる。
【００４１】
　作業をする人の顔面に直射光を照射する発光部は、光源の光出力を制限することによっ
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て平均輝度を２００００ｃｄ／ｍ２以下にしてもよいが、フィルタによって特定波長域以
外の直射光を減衰させることによって平均輝度を２００００ｃｄ／ｍ２以下にしてもよい
。
【００４２】
　例えば、図４に示されるように、発光部５は、使用者４の顔面に対する直射光５１Ｌと
作業面２に対する照明光５２Ｌを照射する光源６と、特定の波長域の光を透過させるフィ
ルタ７とを備え、フィルタ７を介して顔面に直射光５１Ｌを照射する。
【００４３】
　また、図５に示されるように、発光部５は、使用者４の顔面に直射光５１Ｌを照射する
光源６１を有する顔面向け発光部５１と、作業面２に照明光５２Ｌを照射する光源６２を
有する作業面向け発光部５２とを備え、特定の波長域の光を透過させるフィルタ７が顔面
向け発光部５１に設けられ、フィルタ７を介して顔面に直射光５１Ｌを照射するようにし
てもよい。
【００４４】
　フィルタ７は、図６に示されるように、可視光の波長域のうち、比較的短い波長域の透
過率が高く、それよりも長い波長域の透過率が低いものが選択される。これにより、短波
長の直射光によるサーカディアンリズム調整効果を維持すると共に、短波長以外の直射光
をカットして平均輝度を下げ、グレアを抑制することができる。
【００４５】
（第２の実施形態）
　本発明の第２の実施形態に係る照明器具を図７乃至図１６を参照して説明する。図７に
示されるように、本実施形態の照明器具１０は、使用者の顔面への直射光及び作業面への
照明光を照射する発光部５と、発光部５を調光制御する第１の制御部５４と、発光部５を
上下動自在に支持する支持部３と、発光部５を可動させる可動部８と、発光部５の可動を
制御する第２の制御部８１と、発光部の作業面に対する高さを検知する高さ検知部９とを
備える。
【００４６】
　図８及び図９に示されるように、発光部５は、使用者４に向かって左右に長い長尺状の
灯具５３と、灯具５３に取り付けられた蛍光灯、ＬＥＤ又は有機ＥＬ等から成る光源６と
を有し、使用者４の顔面に直射光を照射する顔面向け発光部と、作業面２に照明光を照射
する作業面向け発光部とを兼ねた一体のものとして構成される。第１の制御部５４は、イ
ンバータ等を有し、光源６の光出力を調整して発光部５を調光制御する。
【００４７】
　支持部３は、例えば、作業面２の奥位置に立設されたパーティション３４に上下方向に
取り付けられたガイドレールであり、発光部５を上下に可動自在に支持する。灯具５３は
、ロープ又はワイヤ等の索体８２によってパーティション３４の上部に取り付けられたド
ラム８３から吊り下げられる。ドラム８３は、モータ８４によって回転され、索体８２を
巻き取って灯具５３を支持部３に沿って上昇させ、逆回転されることによって灯具５３を
下降させる。このドラム８３は、パーティション３４の左右に一対として設けられており
、両ドラム８３を連結する回転軸８５によって回転が同期される。これらのモータ８４、
ドラム８３、回転軸８５及び索体８２が、可動部８を構成する。第２の制御部８１は、モ
ータ８４の回転及び停止を制御して、発光部５の作業面２に対する位置を制御する。
【００４８】
　高さ検知部９は、例えばリミットスイッチであり、支持部３の上端及び下端の近傍に取
り付けられ、発光部５が上位置又は下位置にあることを検知する。この上位置は、着席し
た使用者４の目線よりも高い位置に設定され、下位置は、使用者４の目線よりも低く作業
面２よりも高い位置に設定される。
【００４９】
　上記のように構成された照明器具１０は、作業面２に対する発光部５の位置を変化させ
ることによって、使用者４の顔面に対する直射光の照射の有無を切り替える。第１の作業
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時間帯、例えば日中では、発光部５（実線で示す）は、着席した使用者４の目線よりも高
い位置（上位置）に上昇され、使用者４の顔面と作業面２に光を照射する。第２の作業時
間帯、例えば夕刻～夜間では、発光部５（２点鎖線で示す）は、着席した使用者４の目線
よりも低い位置（下位置）に下降され、使用者４の顔面に光を照射せず、作業面２のみに
光を照射する。発光部５は、下位置にあるとき、作業面２との距離が近いので、第１の制
御部５４によって光源６の光出力を下げてもよい。発光部５の高さを変化させることによ
り、作業面２の照度を確保しつつ、顔面への直射光の有無を切り替え、顔面への照度が可
変とされる。発光部５の上昇と下降は、タイマー等により自動制御してもよいし、手動で
操作してもよい。
【００５０】
　このように、顔面に対する直射光の照射と作業面２に対する照明光の照射を一体の発光
部５で兼用するので、器具構成が簡易化される。
【００５１】
　次に、発光部５が照射する光のメラトニン作用放射束及び色温度の切替について説明す
る。図１０に示されるように、発光部５の光源６は、高色温度の光源６１と低色温度又は
白色の光源６２とから成り、例えば、複数の高色温度の光源６１と低色温度又は白色の光
源６２とが交互に配列されている。
【００５２】
　第１の作業時間帯では、発光部５は、第１の制御部５４によって高色温度の光源６１を
点灯すると共に低色温度又は白色の光源６２を消灯し、高色温度の光を照射する。第２の
作業時間帯では、発光部５は、低色温度又は白色の光源６２を点灯すると共に高色温度の
光源６１を消灯し、低色温度又は白色の光を照射する。高色温度の光源６１と低色温度又
は白色の光源６２の光源の点灯及び消灯は、発光部５の位置を高さ検知部９によって検知
して自動で切り替えてもよいし、手動で切り替えてもよい。
【００５３】
　図１１に示されるように、第１の作業時間帯では、発光部５は、着席した使用者４の目
線よりも高い位置から、使用者４の顔面と作業面２に高色温度の光を照射する。このとき
に顔面に照射される直射光は、顔面鉛直面の単位面積当たりのメラトニン作用放射束が７
００以上とされる。第２の作業時間帯では、発光部５は、着席した使用者４の目線よりも
低い位置から、作業面２のみに低色温度又は白色の光を照射する。このときに作業面２に
照射される照明光は、色温度が５０００Ｋ以下とされる。
【００５４】
　この照明光は、平均演色評価指数（Ｒａ）を８０以上とすることが望ましい。これによ
り、作業面の視認性を維持することができる。
【００５５】
　また、図１２に示されるように、第１の作業時間帯では、発光部５は、高色温度の光源
６１と低色温度又は白色の光源６２を共に点灯し、高色温度かつ高照度の光を照射するよ
うにしてもよい。第２の作業時間帯では、発光部５は、高色温度の光源６１を消灯して低
色温度又は白色の光源６２を点灯し、低色温度又は白色の光を照射する。
【００５６】
　また、図１３に示されるように、発光部５に色温度が可変の光源６３を用い、第１の制
御部５４で光源６３の光出力と色温度を制御するように構成してもよい。第１の作業時間
帯では、発光部５は、光源６３が、高色温度の光を照射する。第２の作業時間帯では、同
じ光源６３が、低色温度又は白色の光を照射する。光源６３の光出力は、第１の作業時間
帯よりも第２の作業時間帯のほうが低くされる。
【００５７】
　色温度が可変の光源６３は、例えば、図１４に示されるように、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ
）及び青色（Ｂ）の発光ダイオード（ＬＥＤ）を組み合わせたものであり、各ＬＥＤから
の光が混色された光を照射する。このＲＧＢの各ＬＥＤの光出力の調整により、光源６３
の色温度が可変とされる。
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【００５８】
　図１５に示されるように、発光部５は、作業面２からの高さに応じて光源６の照射範囲
を変えるように構成してもよい。灯具５３は、光源６からの光を反射する反射板５５を備
える。発光部５は、その位置が下がると、灯具５３又は反射板５５を使用者４側に向けて
回動させる。この回動は、発光部５の上下可動機構に連動して行われる。例えば、支持部
３にラック・ギア、発光部５にピニオン・ギアを設け（図示せず）、発光部５の支持部３
に沿った上下動によって、ピニオン・ギアを回転させ、その回転により減速ギアを介して
反射板５５を回動させる。これにより、作業面２の明るさのムラが低減される。なお、こ
のラック・アンド・ピニオンを発光部５の上下可動機構として用いてもよい。
【００５９】
　また、図１６に示されるように、発光部５を上下に動かすことに替えて、灯具５３又は
反射板５５を回動することによって、使用者４の顔面に対する直射光の照射の有無を切り
替えるように構成してもよい。例えば、第１の作業時間帯では、発光部５は、着席した使
用者４の目線よりも高い位置から、使用者４の顔面と作業面２に光を照射する。第２の作
業時間帯では、発光部５は、モータ等によって反射板５５を作業面２の方向に回動し、同
じ位置から作業面２のみに光を照射する。なお、本変形例の制御では、高さ検知部に替え
て、反射板の角度を検知する角度検知部が用いられる。また、発光部５は、反射板５５を
回動することに替えて、反射板５５を使用者４の顔面方向にせり出すように構成してもよ
い。
【００６０】
（第３の実施形態）
　本発明の第３の実施形態に係る照明器具を図１７乃至図１９を参照して説明する。図１
７及び図１８に示されるように、室内に複数の机４１が配置されており、第１の照明ダク
ト５６と、第２の照明ダクト５７が、自立可能な支持部３５によって机４１の上方に略水
平に支持される。各机４１の机上面が作業面である。第１の照明ダクト５６は、着席した
使用者の目線よりも高い位置に支持され、第２の照明ダクト５７は、着席した使用者の目
線よりも低い位置に支持される。
【００６１】
　第１及び第２の照明ダクト５６、５７は、図１９（ａ）に示されるダクトに、図１９（
ｂ）で示される光源モジュール５８が着脱自在に取り付けられたものである。光源モジュ
ール５８は、ＬＥＤ等から成る光源６を有し、本実施形態では照明器具１１の発光部とし
て機能する。第１及び第２の照明ダクト５６、５７には、複数の照明器具１１が各机４１
に対応して配置される。同一系統のダクトに配置された照明器具１１は、その系統のダク
トから給電される。なお、ダクトには、図１９（ｃ）に示される人センサモジュール９１
及び図１９（ｄ）に示される明るさセンサモジュール９２を取り付けてもよい。人センサ
モジュール９１は、使用者の有無を検知し、明るさセンサモジュール９２は、作業面の明
るさを検知し、それらの検知結果は、光源モジュール５８の点灯、調光、消灯の制御に用
いられる。
【００６２】
　上記のように構成された照明器具１１の動作について説明する。第１の作業時間帯では
、第１の照明ダクト５６に配置された光源モジュール５８は、使用者の顔面と作業面に高
色温度の光を照射する。このときに照射される光は、顔面鉛直面の単位面積当たりのメラ
トニン作用放射束が７００以上とされる。第２の作業時間帯では、第１の照明ダクト５６
に配置された光源モジュール５８は消灯し、第２の照明ダクト５７に配置された光源モジ
ュール５８は、着席した使用者の目線よりも低い位置から、作業面のみに低色温度の光を
照射する。このときに照射される光は、色温度が５０００Ｋ以下とされる。光源モジュー
ル５８は、例えばＰＬＣ（電力線通信）によりアドレッシングを行って、点灯を自動制御
してもよい。
【００６３】
　これにより、光源モジュール５８の着脱によって照明器具１１の増減が容易となり、ま
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た、複数の照明器具１１を一括して点灯、消灯等することができる。
【００６４】
　本実施形態の変形例に係る照明器具を図２０乃至図２２を参照して説明する。図２０及
び図２１に示されるように、複数の第１の照明ダクト５９を支持する支持バー３６と、第
２の照明ダクト５７が、自立可能な支持部３５によって机４１の上方に略水平に支持され
る。第１の照明ダクト５９は、各机４１毎に配置され、着席した使用者の目線よりも高い
位置に略水平に支持される。第２の照明ダクト５７は、複数の机４１に共通に設けられ、
着席した使用者の目線よりも低い位置に支持される。
【００６５】
　図２２に示されるように、各々の第１の照明ダクト５９は、アーム３８を介して支持バ
ー３６に枢設される。アーム３８の一端は、支持バー３６に着脱自在に取り付けられ、回
動機構３７によって支持バー３６の周りを回動自在とされる。アーム３８の他端には、第
１の照明ダクト５９が取り付けられ、第１の照明ダクト５９は、支持バー３６に対して平
行保って回動自在である。第１の照明ダクト５９は、アーム３８及び支持バー３６を介し
て給電される。これにより、第１の照明ダクト５９は、作業面からの高さが個別に調整さ
れる。
【００６６】
　なお、本発明は、上記の実施形態の構成に限られず、発明の要旨を変更しない範囲で種
々の変形が可能である。例えば、第２の実施形態において、発光部５を上下動させる機構
は、クロスリンク等のリンク機構又はボールねじを用いたものであってもよい。
【符号の説明】
【００６７】
１、１０、１１　タスク用照明器具
５　発光部
５１　顔面向け発光部
５２　作業面向け発光部
７　フィルタ
５６、５７、５９　ダクト
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